
“一緒に考えてくれるなら” 整理シート（Ｓシート） 

【 整 理 内 容 】 

No.／タイトル №8 「災害時のペット同行避難に関する研究 」 

課題内容（５行程度） 摂南大学理工学部建築防災研究室では、2017 年度より、災害時の避難所におけるペット同行避難に関す

る研究を開始しました。この研究の目的は、災害時のペットの避難に関する下記の課題に対して、問題解

決を目指すものです。 

・ペット飼育者が災害時に何が必要で、どれくらいの量が必要になってくるのかを把握する必要がある。 

・災害時に不特定多数の人が出入りする所（避難所等）で、ペットを飼育している人の意識の向上が必要。 

・災害時に避難所における、ペット関係の混乱を少しでも防ぐことが必要。 

提案事業者 名 称 ： 摂南大学 

所在地： 大阪府寝屋川市池田中町 17 -8 

提案内容 枚方市への住民を対象とし、ペット同行避難訓練を実施することで、枚方市においても活用できるペッ

トの災害マニュアルの作成を行う。訓練実施により、飼い主への知識習得及び意識の向上を図り、災害時

の市内の避難所における混乱を防ぐことに役立てること。また、研究室としてもデータ収集を通じて今後

の研究に活用することを目標とする。 

添付資料 摂南大学災害時のペット同行避難訓練（報告） 

プラットホーム会議 個別会議 実施日：令和元年 7月 1日（月） 

会議要約 「災害時のペット同行避難に関する研究 」をテーマに、今後の訓練を踏まえて、危機管理室、保健所保

健衛生課を含め活発な意見交換を実施し、令和元年 11 月頃に災害時のペット同行避難を実施する予定で

ある。 

【主な意見】 

・「ネットワークの構築」：災害時には、獣医師やドックトレーナー（訓練士）等の団体とのネットワーク

が非常に大切で、ネットワーク構築に向けて検討する。 

・「ペットを飼育している人の意識の向上」：意識の向上や、災害時に枚方市内の避難所における、ペット

と人が関わることでの混乱を少しでも防ぐため、災害時のペット同行避難訓練等を通じてペットを飼育し

ている人の意識の向上を図る 。 

・同行避難訓練後にペットを飼っていない人を含め様々なペットを飼っている人を対象に、訓練報告を含

めた情報共有の場を設けると効果的である。 

※その他にも貴重なご意見をたくさんいただきましたが、要約させていただきます。 

取り組みの方向性 

（市の見解） 

☑連携・協働により実施させていただく 

□今後の 取り組み に向けた参考とさせていただく 

□プラットホーム会議における意見交換に留めさせていただく 

＜見解＞ 

【個別会議を経て】 

・「ネットワークの構築」：災害時には、獣医師やドックトレーナー（訓練士）等の団体とのネットワーク

が非常に大切で、ネットワーク構築に向けて検討する。 

・「ペットを飼育している人の意識の向上」：意識の向上や、災害時に枚方市内の避難所における、ペット

関係の混乱を少しでも防ぐために、災害時のペット同行避難 訓練等を通じてペットを飼育している人の 

意識の向上を図る。 



・同行避難訓練とは別途に、ペットを飼っていない人や様々なペットを飼っている人を対象に、訓練結果

の報告を含めた講演を実施するとより効果的である。 

【ペット同行避難訓練を終えて】 

・令和元年 11 月 24 日（日）に「災害時のペット同行避難訓練」を実施しました。 

・別添摂南大学災害時のペット同行避難訓練（報告）を参照 。 

・本訓練は新聞やテレビ番組に取り上げられました。 
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